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わ
が
ま
ち
紹
介 

"

日
本
食
に
欠
か
せ
な
い
豆
腐
と
蒟
蒻
を
知
ろ
う"

旧
田
中
村
（
茨
木
市
） 

 

 

                                 
 

平
成
２４
年
６
月
２１
日 

（
木
曜
日
）
雨  

茨
木
市
田
中
町
伏
見
屋
の
駐

車
場
集
合 

①
）
当
日
は
、
雨
で
旧
田
中

村
の
散
策
を
中
止
し
ま
し
た
。 

②  

伏
見
屋
の
工
場
見
学
。 

③ 

工
場
の
案
内
は
、
伏
見

屋
の
島
倉
厚
子
さ
ん
が
丁
寧

に
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

現
在
の
茨
木
市
田
中
町
は

住
宅
地
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

明
治
時
代
は
茨
木
北
市
場
と

い
わ
れ
、
食
品
、
衣
料
、
雑

貨
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
商
品
の

卸
売
や
小
売
店
舗
、
旅
籠
や

料
理
屋
な
ど
が
林
立
す
る
商

業
集
積
地
と
し
て
活
況
を
呈

し
て
い
た
地
域
で
す
。 

  

田
中
村
の
中
央
を
通
る
旧

街
道
と
Ｊ
Ｒ
京
都
線
の
交
差

に
煉
瓦
作
り
の
ガ
ー
ド
が
あ

り
ま
す
。
明
治
時
代
初
期
、

京
都
～
大
阪
間
に
鉄
道
が
開

通
し
た
時
に
で
き
た
も
の
で
、

「
田
中
の
丸
ま
た
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ガ
ー
ド

の
際
に
伏
見
屋
の
工
場
が
あ

り
ま
す
。 

天
満
宮
の
周
辺
は
、
昔
の
町

並
み
の
面
影
を
残
し
て
い
る

が
、鉄
筋
中
層
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
も
あ
り
、そ
の
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
が
面
白
い
。田
中
町
を
北
進

し
て
い
く
と
、茨
木
川
の
堤
に

突
き
当
る
。上
っ
た
所
に
安
威

川
・
茨
木
川
合
流
地
点
の
石
碑

が
あ
り
ま
す
。田
中
村
に
は
天

満
宮
と
寺
院
光
得
寺
が
存
し
、

一
ケ
村
、
一
宮
・
一
寺
の
慣
例

に
従
っ
た
村
の
構
成
で
現
在

に
至
っ
て
い
る
。 

昌
泰
4
年(
九
〇
一
年)

１
月

25
日
、
菅
原
時
平
の
謀
略
に

よ
り
九
州
大
宰
府
に
左
遷
さ

れ
、都
落
ち
し
た
菅
原
道
眞
が

そ
の
途
中
、宿
泊
し
た
跡
に
現

天
満
宮
が
建
て
ら
れ
た
と
伝

わ
る
。 

 

菅
原
道
眞
が
都
を
離
れ
る
と

き
に
詠
ん
だ
和
歌
『
東
風(

こ

ち)

吹
か
ば 

匂
（
に
ほ
ひ
）
お

こ
せ
よ 

梅
の
花 

主(

あ
る

じ)

な
し
と
て 

春
な
わ
す
れ

そ
』は
今
も
人
々
の
心
に
残
る
。 

天
満
宮 

 

来
社
は
春
日
神
社
で
す
。
一

の
鳥
居
か
ら
石
畳
の
長
い
参

道
の
両
側
に
は
梅
の
古
木
の

並
木
が
あ
り
、雪
洞
の
マ
ー
ク

も
梅
模
様

が
つ
い
て

い
ま
す
。
社

内
の
敷
地

も
ま
ず
ま

ず
の
広
さ
で
、
入
り
口
に
は

大
き
な
古
木
の
桜
が
有
り
ま

す
。（
４
月
の
上
旬
に
は
き
れ

い
な
桜
が
咲
き
ま
す
）
一
の

鳥
居
と
常
夜
燈
は
立
派
で
明

治
時
代
に
建
立
さ
れ
た
と
記

し
い
て
い
ま
す
。
本
殿
の
前

に
は

１
対

の
石

の
狛

牛
が

あ
り

ま
す
。

菅
原
道
眞
は
、
承
和
12
年

（
八
四
五
年
）
乙
丑
（
き
の

と
う
し
）
の
歳
に
、
生
ま
れ

た
こ
と
と
、
大
宰
府
で
没
後
、

そ
の
遺
骸
は
都
府
楼
の
北
東

（
う
し
と
ら
）
の
方
向
へ
向

か
っ
て
進
み
、
牛
車
の
止
ま

っ
た
と
こ
ろ
に
葬
ら
れ
た
。

（
太
宰
府
天
満
宮
の
始
ま

り
）
ま
た
、
天
神
信
仰
が
初

め
農
耕
神
と
し
て
発
展
し
た

こ
と
や
、
当
時
牛
が
農
耕
の

シ
ン
ボ
ル
的
存
在
だ
っ
た
こ

と
も
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。

自
分
の
身
体
と
同
じ
神
牛
の

部
分
を
祈
念
を
込
め
て
、
撫

で
さ
す
れ
ば
身
体
健
全
は
も

と
よ
り
病
気
全
快
す
る
と
い

わ
れ
、
ま
た
神
牛
の
頭
部
を

同
じ
よ
う
に
撫
で
さ
す
れ
ば
、

知
恵
が
付
く
と
い
う
信
仰
が

あ
る
。 

伏
見
屋 

 

伏
見
屋
の
は
じ
ま
り
は
、

古
く
江
戸
時
代
ま
で
さ
か
の

ぼ
り
ま
す
。
京
都
の
伏
見
か

ら
来
た
、
屋
号
を
「
伏
見
屋
」

と
名
乗
る
「
こ
ん
に
ゃ
く
屋
」

が
、
高
槻
市
富
田
町
に
あ
る

本
照
寺
の
門
前
で
商
い
を
始

め
た
こ
と
が
は
じ
ま
り
で
す
。

そ
の
後
、
伏
見
屋
は
明
治
２４

年
に
本
照
寺
の
門
前
か
ら
茨

木
市
田
中
町
に
移
り
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。 

茨
木
に

移
っ
て
来
た
時
の
当
主
、
上

田
鹿
之
助
元
吉
の
代
か
ら
現

在
ま
で
5
代
に
亘
り
、
こ
ん

に
ゃ
く
、
豆
腐
づ
く
り
に
専

念
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
豆

腐
工
場
の
周
辺
は
、
今
は
緑

地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
が
茨

木
川
（
元
）
の
一
番
上
流
に

当
り
、
ゆ
た
か
な
伏
流
水
に

恵
ま
れ
た
場
所
で
、
昔
は
染

物
屋
や
造
り
酒
屋
な
ど
、
き

れ
い
な
水
を
多
く
必
要
と
す

る
お
店
が
軒
を
並
べ
て
い
ま

し
た
。
浅
井
戸
か
ら
は
、
今

も
当
時
の
ま
ま
の
お
い
し
い

水
が
湧
き
出
て
い
ま
す
。
現

在
で
は
、
さ
ら
に
水
質
の

良
い
地
下
85
ｍ
か
ら
く

み
上
げ
た
水
で
豆
腐
を
作

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
ん

に
ゃ
く
や
豆
腐
は
他
の
食

品
の
よ
う
に
明
ら
か
な
味

の
違
い
が
わ
か
り
に
く
い

食
材
で
す
。
歯
ざ
わ
り
、

風
味
、
香
り
な
ど
個
々
に

見
る
と
そ
れ
ぞ
れ
違
い
は

あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は

わ
ず
か
な
違
い
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
わ
ず
か

な
違
い
を
求
め
て
、
厳
選

国
産
大
豆
（
佐
賀
県
・
滋

賀
県
・
石
川
県
）・
厳
選
国

産
こ
ん
に
ゃ
く
芋
な
ど
材

料
に
こ
だ
わ
り
、
水
に
こ

だ
わ
り
、
品
質
管
理
に
こ

だ
わ
り
、「
伏
見
屋
の
商
品

は
ち
ょ
っ
と
違
う
ね
」
の

一
言
に
向
け
、
様
々
な
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
来

ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

伏
見
屋
の
百
十
余
年
は
、

こ
の
「
わ
ず
か
な
違
い
」

を
求
め
て
の
百
十
余
年
で

あ
っ
た
と
の
こ
と
。 

Ｓ
・
Ｏ 
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２０１２年８月度行事予定 
“京都に水族館・日本初の内陸型大規模水族館”：京都市梅小路 
月 日：２０１２年８月９日（第２木曜日） 

集合場所：阪急桂駅 改札出口 8:50 

          （桂駅東口案内所 9:00 バス 9:06発 

     現地集合 水族館前 9:30 (入場券は各自で購入下さい) 

順 路：阪急桂駅→バス→京都水族館→バス→阪急桂駅 

そ の 他：１）夏休み中で混雑が予想されるので午前中にしました。 

     ２）費用：2,000円/人（大人）（バス代、入館料） 

      （桂駅東口案内所でセット乗車券を購入下さい） 

 

２０１２年７月度行事予定 
“原の新鮮な鯉料理を食べて 節電のこの夏を乗りきろう”：原（高槻市） 

月 日：２０１２年７月１８日（第３水曜日） 

集 合 場 所：高槻西武百貨店 西側 近畿大阪銀行前 10:50  

（バス：11:00 出発） 

順 路：ＪＲ高槻駅→バス→原養魚場→バス ＪＲ高槻駅 

        （途中浦堂バス停経由で行きます） 

そ の 他：１）原養魚場で昼食にします。会費：3,000 円／人 

    （ご主人自慢の鯉料理（芥川コース）を予定しています） 

（予約を要しますので大岡まで申し込んで下さい） 

 

見学後の試食 


